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飯 田下伊那地区内は古代 か ら文化 の開 けた土地 であるが,な かで も竜丘地

区は遺跡,古墳等の所在遺跡が多 く,過去幾度 かの発掘調査 で も貴重 な遺物

が多数 出土 し,先 人の残 した文化のす ば らしさに心打 たれ,我 々はこれ らの

遺跡,遺物 を大切 に保存 し,或 は記録 に残すな どの責任 を感 じている。

今 回竜丘地区で も北側 に当 り,尚近 くに県史跡 に指定 されている鈴 岡城址

近 くの北平地籍の発掘調査 を行 った。

この一帯 は,水 田 と一部桑 園な どの耕地 であったので,農業改善事業関係

者 と十分協議 を行 ない,関係面積 が広 いので重点地区 を設定 した。それで も

相当の 日数 と費用 を要 したが,調査関係者の献身的努 力 によって所期の 目的

を果す ことが出来 た。

調査団長 の佐藤甦信氏,調査員の今村正次氏 と指導 に当 られた大沢和夫 ,

今村善興 の両氏,期間中発掘 に当 られ た作業員の骨折 に感謝 し,尚佐藤氏 は

図版や写真 のほか出土品の保存 な どに意 を用 い,立派な報告書 をまとめ られ

た'こ とに対 し,深甚 なる謝意 を表 し,関係各位 に厚 くお礼 申上 げ ます。

日召不口51年13月

飯 田 市 教 育 長

森  本 信 也
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1.本 書 は昭和 50年度 第 2次農業構造改善事業 に伴 う駄科北平遺跡の発掘調査報告書 である。

2.本 書 は報 告書作成の期限があ り, このため調査結果 につ いて充分 な検討 。研究 がなされず,資料提供

に重点 をおか ざるを得 なか った。

3.編 集 は佐藤 が担当 し,遺構の一部 を今村が分担執筆 し,文末 に文責 を記 し,そ れ以外は佐藤が執筆 に

あ たった。

4.遺 構,遺物の作図及び遺構写真は佐藤が担当 し,遺物写真は木下平八郎氏に依頼 した。製図は遺構 を

中平―一夫,遺物 を田口さなゑに一部労 をゎず らわ した。

5.遺 構実測図の うちピッ ト内, または横に記 してある数字は床面からの深さを。れであらわ し,縮尺 は図
ラJヽ してある。

例

6. j童彰りは飯 田 1市考古資料食官にイ呆催羊してある。
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自然環境 (図 1)

駄科北平遺跡は飯田市竜丘地区駄科 に所在す る。竜丘地区は旧竜丘村で,飯 田市駄科 。長野原・桐林・

時又 。上川路 とな り,竜丘地区全体の呼び名となっている。駄科 は飯 田市街地 か ら3.5脇 ～ 4腸南にある。

北は毛賀沢川で松尾地区・鼎町に,東は天竜川で下久堅 と境 し,西は丘陵 をもつて伊賀良地区に接 し,南

は新 川を隔てて桐林,南束は同一段丘面で長野原に接 している。東境 をなす天竜川は花同岩 を刻みこんだ

深い渓谷をなしているため,天竜川に接するというものの沖積低地はなく,洪積台地からなり,そ の台地

上に東から西に次第に高 くなっている段丘地形が発達 している。
(注 1)

駄科地区の段丘面 を上段 か らみ ると,(I)最 上段面 に高位段丘 0の 自井段丘 があ り,長 い間の風雨 に削

られ凹凸ある段丘面 をな し,残丘地形 をな している。伊那谷の第 2段丘の下殿 岡面 は広 く, この段丘面の

東す請音βlこ 馬太牟卜遠 興L原音6i格がある。 (II)は 下殿岡 T面 よ り10π 下 った£令岡公園 T面 で,幅200"0ま どあ り,(II)と

の高距40π に (III)の 念通面の幅 50π 以内の狭 い段丘面 があ る。 (Ⅳ )は 伊那谷第 6段丘の中位段丘 に位置づ

き,駄科面 。桐林面 。長野原面 で竜丘地区の大部分 を占めている。(V)の 駄科駅面は伊那谷第 7・ 8の 洪積

下段丘 とな り,東端 は天竜川の深 い渓谷 となる。 これ を地形断面図 でみ ると図 2の ようである。

駄科 地区の これ ら段丘 を切 って,天竜川の支

流が北 を毛 賀沢川,南 を新 川が東流 して天竜川

にそそいでいる。新 川|は 幅 100 7PI～ 230π ,深 さ

30π ～40つ の浸蝕 谷 を形成 し, もとは同一一面 で

あった駄科 。長野原面 と桐林面 を分 けている。

毛 賀沢川 は40π ～50π の深 い浸蝕 谷 をな し,松

尾地区毛 賀 と接 しているが,三協精機飯 田工場

の あ る御射 山面 が駄科面 と同位,毛 賀諏訪神社

而が駄科駅面 と同位 で,毛 賀の大半 を占め る緑

ケ丘 中学面 は沖積段丘 とな り, さらに最低位の

,青水段丘面 となっている。 駄科 。長野原地区は

川が削 り残 した丘 一 自然堤防の上 にあ り,天

竜川 に接 しなが ら,隣接の松尾地区 とは対象的

図 2 駄科断面図
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な地形 を形成 している。

北平遺跡は鈴岡公園の段丘崖下 より毛賀沢川の浸蝕崖上に沿って東西500π ,南北200π にわたる遺跡で

ある。遺跡の南200"し に国道151号 から伊賀良地区に通ずる道路が東西に走 り,そ れに沿って大井が流れて

いる。北は毛賀沢川の浸蝕崖で切 られ,砂防工事前には浸蝕 にょって遺跡の一部は削 りとられている。西

は鈴岡公園の段丘崖でさぇぎられ,東は高距15 ηιで駄科駅面 となる段丘崖 になる。

(I)



遺跡の東端 より約 160π 西 に寄 って比高差 3π ～ 4π のゆるい小段丘崖があって,駄科面の下位段面 と

なる。標高上段面で439π ～442π ,下段面で433π ～433π ,い ずれ も平坦な地形 をなしている。

微地形 をみると毛賀沢川浸蝕崖寄 りは高 く,帯状 に畑地帯 とな り,南にやや傾斜 して低 くな り,水田地

帯 となつている。鈴岡公園段丘崖下近 くの遺跡の南西か ら南にかけては,かつては湿地帯であったとみら

れ,黒土層は深 く,現在でも湿田地帯があって大沼 と呼ばれている。毛賀沢川浸蝕崖寄 りか らこれに続 く

東側の段丘端部 にかけて集落が展開 し,南西の湿地帯 には古 くか ら水田が開かれたもの とみ られる。

2。 歴史的環境 (図 1)

竜丘地区の段丘上には多 くの遺跡が存在 してお り,近時その調査が各所に行われている。駄科面では昭
(注 2)

和43年国道 151号 付替 に伴 う安宅遺跡の調査では弥生後期 ,古墳時代から平安時代の集落の存在が確かめ ら
(注 3)

れ,川 端 。大島遺跡では中世の遺構が検出されてぃる。昭和48年度鈴南地区農業構造改善事業に伴 う宮城

遺跡の調査では紐文 中期勝坂期の住居址 3軒が発見され,好資料が得 られ,神送塚 と付近古墳調査では消

滅古墳 3基の周濠 と規模 を確認 し,神送塚出土の埋替えられた多くの副葬品が発見され, これ ら古墳の構

築年代につ いての推測が得 られた。
(注 4)

桐林面では昭和42年国道 151号 付替 に伴 う内山・花 ノ木遺跡 では古墳時代か ら平安時代の集落の存在が
(注 5)

確かめられ,農業構造改善事業に伴 う調査では昭和48年 には小池遺跡で弥生終末期の住居址,古墳時代か
(注 6)

ら平安時代の集落が発見され,昭和49年の前の原遺跡では,縄文中期末の住居址 15,古 墳時代後期前半か

ら平安時代 。中世の住居址 9,柱列址 2が発見され, これらの時期の集落の存在が確かめ られ,多 くの好
(注 7)

資料 を得 ている。 また塚 原遺跡 では不 十分 な調査 であ ったが,古墳時代後期後半の住居址 3が発見 され ,

鏡塚 の周濠の存在 とその規模 を知 ることができた。上 川路面 では昭和 48年飯 田市考古資料館建 設 に伴 う調
(iL 8)

査 で中世寺院址 が調査 され,縄文 中期 か ら弥生 。古墳・平安時代 に至 る資料 も発見 され,開善寺境 内遺跡

が重要遺跡 であ ることがわか った。

竜丘地 区は飯 田下伊那地方 で最 も古墳密度の高 い ところで,面積 7.9腸
2の
小 範 囲 に 138基 の 古 墳 の存在

(注 9)
が調 査 さ れ て お り,前 方 後 円 墳 9基 が あ る。

駄科面には前方後円墳に塚越 1号墳,権現堂 1号墳が現存 し,塚越 1号墳は北平遺跡の南束瑞部にあり,

遺跡内に鈴岡公園の東麓に池田古墳,そ れより東南200π に塚 田古墳 があったがったが消滅 して しまって

いる。鈴岡面から念通寺面に平塚・寺前 。御所山古墳が残存する。権現堂 1号古墳 を盟主に駄科面の東縁

に沿って円墳列が並 び,安宅・ グンチ ョウナ ギ古墳が残存する以外は消滅 して しまっているが,そ の数 6

基 をかぞえ,長野原古墳群へ と続いている。駄科駅面には下伊那地方第 2の大 きな円墳番匠塚 が現存する。

桐林面には南西端部に下伊那地方の前方後円墳で最 も古い兼清塚,丸山 。大塚があり,東縁部 に前ノ原

古墳群がある。桐林面の南西の塚原古墳群 は前方後円墳二子塚 (飯 田市指定 )を 盟主に塚原 3号・鏡塚・

鎧塚・黄金塚の規模の大 きな円墳が現存 し,典型的な古墳群の姿 を残 し, これよリー段低位 に金山二子塚

を主座 とす る金山古墳群が続 く。上川路面には御猿堂 (県指定 ),開善寺山の小台地 に馬背塚 (県指定 )の

前方後円墳 がある。

前林 には奈良時代 に比定 され る古瓦

8

(注 10)                 (注 11)

瓦塔破片の出土 した「前林廃寺跡」があり,宮 洞よりは埓仏の出



土,開善寺境内 よ りの多量の古瓦の出土 は奈良時代 の寺院址の存在が推定 され る ものである。宮洞・堤 洞

・河内洞 には平安期の須恵器の窯址群 がある。

中世 にはぃって鎌倉時代 には伊 賀良の庄の地頭北条江馬氏 によって開禅寺 が創建 され,さ らに信濃の国司

小笠原氏 に よって開善寺 として発展 をみせ ている。室町初期 には鈴岡城 が構 えられ,鈴 岡小笠原氏の本拠

となる。鈴 岡城址 の北 に毛賀沢川の谷 を隔 てて松尾城址 がある。 ここは松尾小笠原氏の本拠 であ り,同族

で直親関係 にある松尾小笠原氏 と鈴岡小笠原氏
(色3〃
で信濃守護職 をめ ぐる対立が深 ま り,推定明応 2年

(1493)に松尾 は鈴 岡 を襲 つて破 り,落城 させ ている。

隣接 の松尾地区 も各段丘面 に遺跡 は多 く,特 に沖積段丘面 に弥生 中期初頭の寺所式標準遺跡の寺所 ,古

墳時代 前期 。中期 の多 くの土師器の出土 をみた清水遺跡があ り,竜丘地区 とともに古墳密度の高 い ところ

であ る。

注1  松島信幸「伊那谷の段丘」1966 下伊那地質資料NQ 2

松島は伊那谷の洪III段丘を高位段丘0～ 2,中位段丘 3～ 6,下位段丘 7・ 8,沖積段丘 9。 10を設定している。

注2  大沢和夫・佐藤甦信「安宅。大島」1969 長野県飯田建設事務所

注3  遮那藤麻呂・佐藤「小池・宮城・神送塚」1974 飯田市教育委員会

注4  大沢和夫・遮那藤麻呂・佐藤「内山・花の本発掘調査報告書」1968 飯田市教育委員会

注5  注 3と 同じ

注 6  佐藤「前の原・塚原」1975 飯田市教育委員会

注 7 注 6に 同 じ

注 8  佐藤・遮那藤麻呂「開善寺境内遺跡」1974 飯田市教育委員会

注 9  市村成人「下伊那史第 2巻」1955 下伊那誌網纂会

注10  大沢和夫「前林発見の瓦塔につぃて」1961 伊那 7月 号

注11  遮那真周「飯田市宮洞発見の埓仏」1966 伊那 4月 号

注12  宮下操「下伊那史第 6巻」1970 下伊那誌編纂会



Ⅱ 発掘調査経過

第 2次農業構造改善事業飯田市竜丘地区の昭和50年度計画は駄科北平 において実施 されることになった。

北平 はかつて耕作中に縄文中期末の北器の出土 をみ,炉 l■が発見され,住居址の存在が知 られたところで

あ り,平安期の土師器・須恵器片が表採されている。遺跡の記録保存のため国 。県・市の補助の もとに農

業構造改善事業計画に発掘調査費が計上され,本次調査が行 なわれるようになったものである。

事業計画面積 10.5んαと広面積 に及ぶため,経費,期 日の節約があ り,かつて住居址の存在 を認め られた

地点 を中心 に した圃場整備の行 なわれる地域 に重点 をおき,A・ B・ Cの 3調査区 (図 3)を 設け発掘調

査は昭和50年 11月 12日 より12月 18日 にゎたって行 なわれた。
・

発掘調査 日

図3 第2次農業構造改善事業飯田市竜丘北平地区 (調査関係区)

誌

月 。日 天 候 日 誌

11 ・ 12 土
目 器材運搬 。テ ン ト張 り,準備 をすすめ る。

くもり
A区 , グリッド設定。(南 より a・ boc……。,西 より 1・ 2・ 3……・26)

j。 1・ n列 を掘 る。平安期,中世 とみる遺構の存在 を認め る。

雨 作業不能



作業不能

口青 A tt d・ f・ h列 の調査,住居址, ビッ ト列,土城等の黒土のおちこみを検出

18 日青

1号・ 2号住居址の検出。表土排除作業。 b・ d列 の調査。住居址の切 りあい 一

3号 。4号住居址の検出。溝遺構 を検出調査

雨 作業不能

日青

l号・ 2号・ 3号・ 4号址の表土排除作業。前夜 までの雨でぬかるみ作業困難。

1 溝遺構の一部調査実測。土鉱 1号検出掘 り上げ実測

田青 1号 ～ 4号址のプラン検出。 5号住居址検出

1号・ 3号住居址掘 り上げ実測 2号・ 4号・ 5号址の調査

くもり (休み )

H青 6号 。7号住居址石組炉 を検出

プラン検出  8・ 9・ 10号住居址検出 柱列址 Iを 検出
Ψ
掘 り上げ,土鉱 2・ 3号検出掘 り上げ 2・ 4号掘 り上げ  排土作

市
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18号址検出調査      c2号 址プラン検出

くもり l(tfra)

土
目

掘 り上げ.土 j広 7号検出調査和鏡出土 掘 り上げ, Bl～ 4号址測量

17号址,貯蔵穴 H測量 配列基鉱,掘 り上げ測量。(B4号 l■ l部 が残 る )

日青
くもり

カマ ドたち割 り調査 土鉱 6号掘 り上げ測量

16号・18号址・ C2号址測量

テン ト徹収,器材運搬 (大半の )

日青 全体測量 を終わる カマ ドたち割 り調査測量

18 末 了部 の調査 を終 える 現場調査終了 器材の徹収

発掘作業終了後,遺物の整理,実測,製図をな し,報告書の作成にとりかかる。



図 4 北平 A・ B地区遺構図

0        10m
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0           10m

図 5 北平 C地区遺構図



III

北平遺構で本次発掘調査 した遺構 は (図 4

住居址

5)次 の よ うで あ る。

縄文時代 中期末葉   2住 居 l■ (Cl・ C2号 )

平安時代  19住居llL(Al・ 2・ 3・ 4・ 5。 8・ 9。 10。 11・ 13・ 14・ 15。 16・ 17・ 18号

Bl・ 2・ 3・ 4号 )

中世    3住 居址 (A6・ 7・ 12号 )

柱列址   2(IoH)

堂址    1

貯蔵穴   2(I・ H)

二け広。西己石墓ナ広    8

溝遺構   1

A・ B区 は水田, C区 は畑である。 B区 は土が動 かされ,荒 らされた所が多 くみ られた。 A区の中央部

の地層 は表± 25∽,鉄分の沈澱層 10",黒 褐 色土 (炭 を含む )15い,褐 色± 7の前後で ローム層 となる。

C区 は鉄の沈澱層 はな く,表土が深 いが, A区 と大差 ない地層序 をな している。竪穴住居址 は褐 色土 か ら

掘 りこまオしていた。

調査 は A調査区が全面 に遺構 が発見 され,そ れ らが切 りあいの状態 を示 し, このため大部分 が ここに費

や された。 C区 はュ ンポーに よる溝の掘込 みに炉址 が発見 され,そ の部分の住居址の調査 に終 った もので

縄文 中期末葉の住居址群 の存在が予想 された所 であるが,費 用,工事期等の制約 が あ り,工事計画 も比較

的浅 い圃場整備の ため部分的調査 とした ものである。

|.住居址

(|)縄文 時代 中期 末 葉

CI号住居址 (図 6)

C区の畑の境界にある低い石垣の石 を埋め るためにユ ンポーで幅の狭い深い溝 を掘 った所に炉 t」Lが中央

部 を切 られて発見され調査 したものである。毛賀沢川の浸蝕崖頭に15π , C2号址の南 6π にある。東側

に僅かに壁 を切 って配石墓鉱がある。径 5.2π の円形, ローム層に10～ 15οれ掘 りこむ竪穴住居址である。

主柱穴は 6こ , 整 った配置にあ り, 炉址は北25に 寄 ってあ り, 東西 lπ , 炉址 を 2こ 残 して破壊 されてい

るが,石囲炉 とみ られる。

南壁に沿って埋褻 Hが,そ れより20の北に埋甕 Iが並ぶ。 Iは 底部 を欠き, Hは 胴部のみである。遺物

の多 くは床面に接 し,土器,石器,土偶があ り,加 曽利 E期 の東海系の土器 を主体にす るものである。(今村 )
15
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C2号住居址 (図 7)

Cl号址 と同様ユ ンポーの溝の掘込みに炉址の焼土が発見され調査 したものである。毛賀沢川の浸蝕崖

頭か ら南 3π の位置にあ り, 6π 南にCl号址がある。径南北5.8π ,東西5.4π の円形, ローム層に西で

20m,東 で10m掘 りこむ竪穴住居址である。主柱穴は 6こ ,炉址は中心 ょりやや北に寄 ってあ り,楕円形

の深 さ10"の 浅い掘 り凹みで,炉石はなかったとみ られる。その北に石皿が伏 って置かれていた。遺物は

少な く,土器,石器があり,土器は加曽利 E式で曽利Ⅲ式 に比定 される。 (今村 )

(2)平安 時 代

AI号住居址 (図 8)

A区の東端 にA2・ H・ 6・ 7号址に

接 し, A2・ 11号 l」Lの北西隅 を切 ってそ

の上 に構築 されている。南北4.8π ,東西

4.75π の隅丸方形, ローム層に15∽前後

の深さに掘 りこむ竪穴住居 l■ である。床

面 は堅 く,南束隅は張 り床 となる。主柱

穴は 4こ ,カ マ ドは北壁の中央に付いて

粘上で造 られている。その西側に灰溜 と

貯蔵穴 とみ られる浅い掘 りこみがあ り,

東側 にも灰溜の掘 りこみがある。遺物は

少な く須恵器の杯 と褻の底部,土師器の

国分式の褻の破片 (図 25の 1～ 4)が あ

る。

図 8北平 Al号住居址
A2号 ・‖号住居址 (図 9)

Al号址の南東隅 とA6号 址の東半分に接 し,そ れらが本住居址の上 に張 り床 をもって造 られている。
2号址は11号址の立替 とみ られ,位置 を僅かに西に寄 って, さらに深 く掘込 むものである。 11号址は 2号
址の調査後にプランを明 らかにしたもので,11号址の存在 したことを把握 したにす ぎな く,そ の規模 は 2
号士止とほぼ同 じとみられ, また遺物についてははっきりしない。

2号址は南北3.8π ,東西4π の隅丸方形, ローム層に深 さ11号址で12∽, さらに15∽ と深 く掘 りこむ竪
穴住居址である。主柱穴は 4こ ,整 った配置にあり,11号址の主柱穴 3こ は残 り, 1こ はその位置 をその
まま利用 したとみる。カマ ドは西壁の中央 より南に寄 って付 き,粘土で造 られ,焚 口部は深さ15∽の掘 り
こみとなってぃる。東壁に接 して炉址状の掘 りこみがあり,焼土 と灰が多 く,11号址のヵマ ドか らもみ ら
れるが,住居 l■の深さか らして 2号址 とみるが適当であ り,造 り替えられたカマ ド跡 と考 えられる。
遺物 (図 25の 5～ 10)は 少な く,土師器の国分式の褻がカマ ド内より出土 し,床面 より高不の脚部,須
恵器の破片が検出されてぃる。
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A3号 住居址 (図 10)

A区の南束部 に発見 され,北西 4分の 1は 4号址 で切 られている。南北 4.lπ ,

ローム層 に北 で23物の深 さに掘込 まれ る竪 穴住居 l■ である。主柱穴 は 4こ ,カ マ

西側 2分の 1は 4号 l■で切 られている。粘土 カマ ドである。

遺物 (図 25の 11～ 26)は 土師器の国分式の甕 ,内面黒色の碗,須 恵器の甕,不 ,

A4号 。A8号 住居址 (図 10)

‥′
」

図10 北平A3号 。A4号・A8号 。A9号住居址

0           2m

東西4.2π の隅丸方形 ,

ドは北壁の中央に付 き,

蓋杯の蓋部等がある。



A4号 址 はA3号 址の Jヒ西にあって, それ を 4分の 1切 ってお り, 西にならぶ A8号 址の建増 しとみ ら

れるものである。 A8号 l■の南西にA9号 址があ,っ て,A8号 址のカマ ドの裏側の一部 を切 っている。 4

号址 は東西3.2π ,南北3.2れ , 8号址は 1辺が3.2π の隅丸方形 ,ロ ーム層 に35∽前後掘 りこむ竪穴住居址

である。柱穴は住居内にはな く,外縁にぁって, 1辺 に 2こ ずつつ くもの とみ られる。床面 はほぼ同一面

にあ り,全面に炭,灰,炭化物が多 く,火 災にあったもの とみる。 4号址の東壁の中央部に接 して半楕円

の焼土があ り, カマ ドはへ 、ァツイを置いたもの とみ られる。 8号址の南壁の西に寄 って米占土カマ ドがあ り

東半分は崩 され,そ の西隅に灰溜の掘 りこみがある。

遺物は, 4号址 (図 26の 1-12)で は床面 より土師器の国分式の褻,須恵器の杯・血の出土をみてお り

8号址 (図 26の 16～ 20)では須恵器の壺の胴下半部,大形甕片がカマ ド周辺 より,土師器の褻片等が検出

されている。

A9号住居址 (図 10)

A3号 址の西40切 に,西側は盛土のため 1部分の調査に終 ったものであ る。 1辺 が4.5π 前後 とみ る隅

丸方形の深 さ30の前後 ローム層に掘込む竪穴住居址である。床面はA4号址, A8号址 とほぼ同一面で,

同 じように炭・灰・炭化物が多 く火災にあったもの とみる。柱穴は南東隅の灰溜に接 して小 ピ、ソトをみる

が,北西隅には発見されず,南東テラスに 2こ の ピッ トをみるが十分な調査はできず,主柱穴につ いては

不明である。カマ ドは東壁の中央部につ く全面焼土 をもつ掘 り凹みがあ り,崩 された痕跡 を残す ものであ

った。北壁に沿って深さ 5∽,幅 20物の周溝がある。 A8号址の 1部 を切 っているが,同時期の火災 とみ

る状態からみて, 3号住居址が一連の ものかは十分な把握にいたらなか った。

遺物は少な く (図27の 1～ 3)土師器の国分式の甕片,内面黒色の不,須恵器のよ卜がある。

A5号住居址 (図 9)

Al号 址の南 3π , A4号 l■のヨヒ2.2π にあ り, 柱列址 Iの相レヽ4こ が掘 りこまれている。 南 Jヒ 3.6筋 ,

東西4.5π の不整形な隅丸長方形, ローム層に北で10",南で15∽ 前後掘 りこむ竪穴住居址である。床面は

南側では地山の礫が出ているが,あ まり堅 くない。主柱穴は 4こ , カマ ドは東壁の中央 よりやや南に寄 っ

て付 き,床面 より僅かに高い台状 をな し,焼土 を全面にもつ ものであってヘ ッツイを置いたもの とみ られ

る。その南側に灰溜の掘 りこみがつ く。

遺物は少な く,土師器の国分式の甕片,須 恵器片 (図27の 13～ 15)が僅かに検出されたにす ぎない。

A:0号住居址 (図H)

,11グ リッ ドにヵマ ドが発見され,A14号址の東 4π にある。南北3.lπ ,東西4.5π の整 った隅丸長方形

をな し,ロ ーム層に23の前後掘 りこむ竪穴住居址である。主柱穴は 4こ 。カマ ドは北壁の中央 より西に寄

ってあ り,土器 を挿入 した粘土 カマ ドである。その西隅に灰溜が掘 りこまれている。北壁か ら東壁にと,

南壁の西側の 1部 を除いて周溝が壁に沿ってめ ぐらされねいる。深さ 4～ 8∽,幅 15の前後の ものである。

遺物 (図 27の 4～ 7)が あ り,土師器のみで,カ マ ド内 ょり褻,床面 よ り高不の脚部の出土 をみている。

A:3号住居址 (図 12)

東50のに A17号址,北 60切 にA15号址,さ らに北に A14号址が並 らび,東 i員1の 中央か ら北の 1部 はI貯テ歳

穴 Hに切 られてお り,上層には柱列址 Hがある。南北4.9π ,東西3.lπ の不整形な隅丸長方形 をなし, ロ

20
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―ム層 に約 8ο″と浅 く掘 り

こむ竪穴住居 l■ であ る。床

面 は堅 く, ゴニ柱穴 は 4 こが

壁 に沿 って整 った配置にあ

る。 カマ ドは北壁の中央 よ

り東 に寄 って付 き,粘 土 カ

マ ドである。

遺物 (図 28の 1～ 13)は

比較的 多 く,須 恵器の大形

褻 ,ナ不,土 師器の国分式の

甕 があ り甑 の把手片 も検出

されている。

A14号住居址 (図 12)

南 は A15号 l■の一部 を切

り, A17号 址 に接 し, さ ら

に 2.8,ル に A13号址 がある。

南 Jヒ 3.6～ 4π ,東西 3.6π ～

3.9π の不 整 形 な隅 丸 方 形

をな し, ローム層 に20∽前

後掘 りこむ竪穴住居址 であ

る。床面 は堅 く,主柱穴 は

１
ヽ

0          2m

1.黒褐色土 (す すを含む )
2.焼   土

0 lm
図11 北平 A10号住居址 。上城 4号

4こ とみるが,南東側の 1

こは発見 されなか った。 カ

マ ドは東壁の中央部 に付 き,石組粘土 カマ ドである。 その南 に灰溜の掘込 みが 2こ並 ぶ。焚 回の天丼石 が

前 に落 ちてお り,そ れ よ り西 に小人頭大か ら人頭大の石 7こ が床面 に点在す るが,廃 絶後の投 入か不 明で

ある。

遺物 (図 27の 8～ 12)は 少 な く,土 師器の国分式の甕,須 恵器の蓋杯の蓋部 ,杯 片があ り,上 層 よ り灰

釉陶器の底部 片が 1点検出されている。

A15号住居址 (図 12)

北 は A14号士止で 1部 を切 られ,南束 4分の 1は A17号址の上 に張 り床 となってお り,南 60の に A13号址

があ る。南北 3.6,ん ,東西 3.8π の隅丸方形 , ローム層 に深 さ10οれ掘 りこむ竪穴住居 l■である。主柱穴 は 4

こ,整 った配置 にあ り,床面 は堅 い。 カマ ドは南壁の中央部 に接す る焼土の掘 り凹みがあ り,東側 に枕石

状 に 1こ の石 が残 り,お そら くカマ ドの両側 が崩 され て しまった もの とみ られ る。住居の中央部 に人頭大

の石 7こ が床面 に接 して置かれている。住居の廃絶後 に墓城 が築 かれた ともみ られ るが,性格の把握 はで

きなか った。

遺物 (図 27の 13～ 17)に は土師器の国分式の甕 ,椀 ,ナトがぁ り,須 恵器の杯の出土 をみている。
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A17号住居址 (図 13)

A15号址の南東 4分の 1が張 り床 をもって上層に造 られ,北はA14号址 に接 し,南西隅 を貯蔵穴 Hに切

られている。南北4.5π ,東西4.6π の隅丸方形, ローム層に深さ15∽掘 りこむ竪穴住居址である。床面は

堅 く,主柱穴は 4こ であるが南西の 1こ は貯蔵穴 Hに よって切 られている。カマ ドは西壁のほぼ中央に付

いて造 られているが,そ の痕跡 を残すのみ となっている。

遺物 (図 28の 14・ 15)は極めて少な く,土師器の胴下半部,碗があ り,そ の他小破片を僅かに出土 し,

須恵器の出土はみ られなかった。

0           2m

図13 北平 A17号住居址 l貯蔵穴H

A16号住居址 (図 14)

A区のほぼ中央,堂址に東 3分の 1は かかって,そ の下層にあ り, A18号址に南東隅は切 られている。

南北 5.2,ル ,東西3.9π の隅丸長方形, ローム層に深さ20の掘 りこむ竪穴住居 l■である。床面は堅 く,主柱

穴は 4こ , カマ ドは西壁の中央部 に付 く石組粘土カマ ドである。その南隅に灰溜が掘 りこまれている。

14住
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遺物 (図 27の 18～ 22)に は,土師器の甕,椀が,須恵器の蓋杯の蓋部等があり,遺物の出土量は少ない。

A18号住居址 (図 14)

A16号址の南東隅 を切 り,住居址内に中世 の土城 7号が掘 りこまれている。南北4.2π ,東西4.4%の 隅

丸方形, ローム層に深 さ30οれ前後掘 りこむ竪穴住居 l■である。床面は堅 く,主柱穴 4こ 。西壁中央に付 く

粘土カマ ドがあ り, さらにその北東 50οれにカマ ドがある。北西側 は崩 されているが調査上の誤 りで削 りと

ったもの とみ られる。焚回の天丼石が落ちてお り, その前に 5こ の人頭大の石が置かれている。 2こ のカ

マ ドを持 っていたもの とみる。南西隅には灰溜が掘 りこまれている。

遺物 (図 29の 1～ 17)は 多 く,土師器の完形の褻が 1こ 体, ロクロによる小形褻があ り,須恵器のまド7

こ, 椀 1, ナド蓋 1等女子資料の出土をみている。

BI号住居址 (図 15)

B区のほぼ中央に発見され,西 3分の 1は B2号址 を切 って, その上 に造 られている。南北 4.05,ル ,東

西 4%の 隅丸方形, ローム層に 8∽ と浅 く掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く,主柱穴は 4こ 。住居

址の中央 ょり北西 に寄 って高 さ 6οれの台状 をなす焼土があ り,ヘ ッツイを置いたもの とみ られ, その西に

灰溜が掘 りこまれている。

遺物 (図29の 18～ 20)は 少な く.,土師器の小形皿の完形 1こ の外に,皿の底部,須恵器のナ不がぁる。

(今村 )

B2号住居址 (図 15)

Bl号址 に東 3分の 1は切 られ,西はB3号 l■ を僅かに切 っている。 B4号址は北側の 1部 を残すのみ

で住居址のあったことを確かめたにす ぎない。 B2号 l■ にょって建替 えられたとみ られる。 B2号址 は南

北 3?れ ,東西4.3π の隅丸長方形 をな し, ローム層 に北で10。れ,南側で18οれ掘 りこむ竪穴住居址である。

床面は堅 く,主柱穴は 4こ 。住居址の中央 より西によって浅い焼土 をもつ掘 り凹みがあ り,そ のす ぐ北に

灰溜 とみる掘 りこみがある。ヘ ッツイを置いた跡 とみる。

遺物 (図 29の 21・ 22)は 少な く,土師器の小形皿 と,褻の破片がみられたのみである。   (今 村 )

B3号住居址 (図 15)

東側の一部 はB2号 l■ で切 られている。南北 3.5,″ ,東西5.6π の隅丸長方形 をな し, ローム層に10。π前

後掘 りこむ竪穴住居址 である:床面は堅 く,主柱穴は 6こ 整 った配置にあ り,住居 l■の中央 より東に寄 っ    '

て高 さ 5οれの隅丸方形の台状 をなす焼土がある。ヘ ッツイを置いたもの とみ る。その南西の床面に構円状

の焼上がみ られた。

遺物 (図 29の 23)は 僅かで土師器の小形皿 と小破片がみ られたにす ぎない。        (今 村 )



(3)中 世

A6号住居址 (図 9)

堂址の東5.5“ にあ り,東 はA2号 址,北はAl号址の上 に 2分の 1は かか り,西はA7号 址 によって 1

部が切 られている。 A2号 l■の調査の際石組カマ ドの検出により調査 をすすめたもので,僅かに南東隅に

残 る壁 と床面の堅 さによって,そ のプランを検出 したものである。

1辺 が5.3"の隅丸方形 をなし,南東隅でローム層に 5οれ程の掘 りこみをみるが,竪穴住居址であったか

かは不明。主柱穴は 4こ とみる。カマ ドは南壁の中央につ き,内部は石 を敷 き並べ, ここで火を焚いたも

ので,石は焼けている。カマ ドというより,イ ロリとみるのが適当か もしれない。

遺物 (図 30の 23・ 24)は 古瀬戸の四耳壺があ り,天 目茶碗,青磁,ス リ鉢,山茶碗等の破片があるが量

は少ない。

A7号住居址 (図 9)

堂址の東 3π にあり,東はA6号 l■の 1部 を切 っている。南北4.5“ ,東西4.4%の隅丸方形, ローム層
に 7οれ前後の浅い掘 りこみをなす竪穴住居 llLで ある。床面 は堅 く,主柱穴は 4こ ,整 った配置にあ り,住

居のほぽ中央に石 を敷 く, イ ロ :り がオ屈りこまォしている。

遺物は少な く,古瀬戸片,鉄鉾の出土 をみている。

A12号住居址 (図 16)

A区の西端 に発見され,東 2π に柱列址 Hが ある。南北3.65π ,東西4.6π の隅丸長方形 をな し, ローム

層に15～ 20"掘 りこむ竪穴住居址である。西壁 を切 る土城状の突出部があり,住居址に付 くものかは不明

である。突出部は150οれ×120οれの楕円形 をなし,内部 は深さ33οれの溝状の掘 りこみがめ ぐり,そ の内側 は

径 70οれ,高 さ10ο″の円形の台状 をな し,そ の西壁に一段上がって径 45∽の焼土 をもつ掘 りこみがあ り, さ

らに西に煙道状にすすを含む黒上が続 くとみるが,盛上のため調査できなか った。突出部はカマ ド跡 とみ

られたが焼土はなく, その性格はオ巴握できなかった。

A12号址の床面は堅 く,東側には床面に付いと小人頭大の石が10数 こ散 らばった状態にあ り,桧皮が多

くみ られ,釘が数 多 く出上 している。桧皮は住居址内の所 々にみ られ,屋根 を葺いたものの落 ちこみとみ

られ,そ の保存状態は良いもの がある。柱穴は南 と北のテラス上 に 2こ ずつあって,そ の中の 1こ は壁に

くいこんでいる。住居の中央部 よりやや北によって円形に焼上があ り,ヘ ッツイを置いた跡 とみられる。

遺物 (図 30の 1～ 2)に は多 くの釘があ り,天 目茶碗,皿,す り鉢,山茶碗があ り,古瀬戸,志野等の

陶器片がみ られ,大形の砥石 1こ の出上 をみている。
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柱列址・貯蔵穴

(|)桂列 址

柱列址 I(図 18)

西側 3分の 1は 堂址 にかか り,東はA5号址・ A7号址にかかっている。 9彿 ×8.lπ の方形 に南側 は

2間 × 5間の柱穴の配置 をなし,柱人間の距離は1.8π (1間 )を 測 り,北側 は堂 l■, A7号址 によつて十

分な配置 をつかめなか ったが,南側の柱夕1よ り,2.7π (1.5間 )の 間隔 をおき,さ らに1.5π の距離 をもつ

柱穴の配置が推定 され,全体的には 4間 × 5間の高床式の建造物 とみ られる。

遺物は平安時代の須恵器のみで (図 28の 16～ 23)良 質な美濃地方産の ものが多 く, これに混って竜丘窯

址産が′夕らオ
´
じる。 灰釉 F旬暑辞はな く, ;童違i時期は平安田寺代前半 と′いらオLる 。

柱列址 H(図 16)

A12号址の東 2,ル に,東側はA13号址,A15号址 にかかる5.8,ル ×7.4れ の方形に 4～ 5間 × 2間の柱穴

の配置 をみるが整 った ものとはいえない。さらに東に A14号,17号 l■ にかか るオ主穴が認め られたが,十分

な調査はできなかったものであ り,東西 9π の範囲に柱列は及ぶ と推定 される。

遺物 (図 30の 25～ 28)に は中世の優品がみ られ,青磁の皿・碗があり,黒天 日,ス リ鉢がある。その他

古瀬戸の瓶子 ,志野皿 ,

山茶碗 ,内耳土器等の破

片20数′:ミがあ る。 柱列址

Hは 中世 前半の高床式の

建造物 とみ られ るが,そ

の規模 は十分 に把握 され

なか った。

柱ダ1址 Hの 東 に貯蔵穴

Iが , 南 に貯蔵穴 Hがあ

り,米址に関連するもの

とみ られ る。

(2)貯蔵 穴

貯蔵穴 I(図 17)

A17号址の東70οれにあ

り,柱列址 Hの東に付 く

もの とみる。東西3.25,ル

南北 2.5,ル の隅九方形 を

２
◎

図17 北平貯蔵穴 I号
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なし, ローム層に70。れの深さに掘 りこむもので,底部は地山の礫層 となる。南側に半円の突出部があ り,

2段の段 をもぢ出入口 となってぃる。外縁四隅に柱穴があり,上屋 をなしたもの とみる。

遺物 (図 30の 29。 30)は 中世陶器片で,ス リ鉢,古瀬戸の瓶子底部があ り,そ の他古瀬戸の破片等数点

があ り, 量は少ない。

貯蔵穴 H(図 13)

A17号址の南西隅, A13号址の東の 1部 を切 り,柱列址 [Iの 南にあって,径2.8π の円形 をなし,南東

に 2段の段 をもつ出入日となる半円状ル')突出部が付 く。 ローム層に深さ125∽掘 りこみ,西側は袋状にえぐ

りこんでいる。底の南端 に 3こ の小人頭大の石が並ぶ。

遺物 (図 30の 31～ 35)に は青磁の輪花碗,碗,ス リ鉢があ り,そ の他,天 目茶碗,古瀬戸の瓶子,皿 ,

山茶碗等の中世陶器片があり,祗石 1こ の出土 もみている。

3。 堂  l■ (図 18)

A地区の中央部 に発見され,平安期の柱列址 Iと 切 りあいをな している。 1辺が 6π の隅丸方形に 1列

に人頭大から 1抱大の石 を敷 き並べ,こ の中には土台石 とみ るものがある。南側の中央部は径 2.5,ル の半

円状の突出をな し, 礫 を糸り10∽厚みに敷 き言吉めている。 南i2を「余き夕牛周 |こ 幅50～ 70", 沼ミさ15～ 30-の 溝

をめ ぐらす。北側溝の中央部は切れ陸橋 をなし, ここにも礫が敷かれている。 この北1.5π に東西 4間 ×

南北 1間の建造物がある。東西 4間 の柱穴間隔は1.5π (5尺 ),南 北 1間の間隔は3.6協 (2間 )を 測 り,

中央北寄 りにイロリとみる焼土の掘 りこみがあ り,そ の東に焼土 をもつ小 さな凹みが付 く。

南の礫詰めの突出部から一段下がって,やや南西に角度 をお、って礫が部分的に敷かれ参道 となっている。

方形の石の配列の内側はロームのタタキとなり,本址に伴 う柱穴は判明できなかった。土台石 を置 く堂址

であ り,主軸方向はN16・Eを さ し,周 溝は雨落溝である。礫詰めの突出部 は昇降口であ り, また一般の礼

拝の場 でもあったとみ られる。

北側の建造物は,北溝につ く陸橋か らして堂址 に付属するもの とみたい。 また東側3.5π にあるA7号址 ,

それにつながるA6号址,西側にある貯蔵穴 I・ H,柱列址 Hも 一連の堂址 を中心 とする建造物 と考 えら

れる。

遺物 (31)は 天 目茶碗,古瀬戸の四耳壺,壺,志野皿,ス リ鉢,内耳土器,山茶碗, こね鉢等中世陶器

の出土量は多 く,釘数点の出土 もみている。

4。 土拡・その他

(|)土拡 ,配 石 墓 鉱

A区 で土城 1～ 7号が,C区 で配石墓城が検出されている。 これを次の表にまとめ,土城 7号 と配石墓
城出土の特殊 な遺物については,遺物の項で述べることにす る。



北平遺跡土拡 。配石墓拡一覧表

番
　
号

大 きさ(ω )

南北 。東西

深

　
さ
形  状 主軸方向 遺 物 備 考 日寺 ,切

図
番
号

1 85  ×75 楕 円 形 N56° E 打石斧 (図 24)
上音Ьに石 9こ を
お く

縄文中期末 ?

150? ×130 N15° W
A2号 址 で北 を
切 られ る。酉己石

墓城 とみ られ る

不 明

140  ×145 N20° W 2重 に掘 りこむ

115  ×112 隅丸方形 N2・ E
土師器国分式片
砥石 1(図 28) 平 安

100  ×100 円 形 N40° E 底部 に石 1こ をお 不 F月

70  × 95 楕 円 形 N85° E
上音Бに石 9こ を
お く

170  ×160 FЧ サ形 N86・ E 和鏡 (図
32)

中世陶器片

A18号址 内に掘
りこむ

世

配
石
基
城

300  ×102 長楕円形 N3° E

髪飾 (図 32)

縄文 中期土器 片

(図22)

打石斧 4.横 刃形石
器 1(図 23)

Cl号址の東に
イ司「く

縄文中期末
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(2)溝J犬遺構  (図 19)

A区のN列 グリッドに発見された溝で,N
l・ 9・ 25グ リッドのみ溝を調査 しているが

N列 を西から東に向かう50'ル の間に溝の存イE

が認め られた もの であ る。幅 70～ 90",深 さ

ローム層 に 10。れ～20οれ掘 りこむ浅 い溝で,底

には砂の堆積 がみ られ る。溝遺構 の西 は道路

をへだてて西 か ら東 に流れ る用水路が現在通

ってお り, この用水路の流路 と直線的 につ な

が る。記録 には残 っていないが。江戸初りUlの

大井用水完成後 に作 られた もの とみ られ,西

側の道路 によって用水路が切 られ たもの とみ

る。

土城 1号



組文時代中期末葉

(|)土器 ・ 土 製 品

CI号住居址 (図 20.21,33の 1・ 3)

図20の 1・ 2は 理褻である。 ともに大形の深鉢で, 1は 肥厚する国辺帯 をもち,胴部 はほぼ直線的にお

りて底部近 くで S、 くらみをもつ。頸部から外反する口縁部は一旦内湾 してさらに外反す る 2段の回縁部 を

なしている。日縁上部は無文, 日縁部の くびれ部 を 3条の大い沈線がめ ぐり, その下 に刺突文 をもつ縦の

隆帯 によって八等分 される区画文がつ き, この中を中央にワラビ手文にょって分かれる縦の沈線で埋める

その下に大 きな隆帯の渦文がめ ぐり,一条の大い隆帯 をおいて渦巻から下 る S字文 をはさんで,さ らに沈

線による四角 な区画文が付いて胴部 にいたる。胴部は地文に縄文が施 され,細い沈線による変形の H状文

で底部近 くまで飾 られる。日径 48.5οれ,高 さ推定52∽,東海系の土器である。 2の埋甕は胴部 はお、くらみ

頸部の くびれをみ るもので,前の原24号址出土側か らみて, 口縁部 は 1と 同 じになるとみる。 また図21の

1・ 8・ 15～ 18も 同 じタイプになるもの とみ られる。

図20の 3は 口径, 署最高は同 じで28の を測り, 月同音ると口縁音卜の高さの上ヒは 3:2と なり, 大 きくハの字状

に開 くキャリパー型 をな し,文様は縄文 を地文 に,日 辺部 を連弧文がめ ぐり,縦の 3条 の連続刺突文が頸

部 まで下がって,区画 をなし,そ の中を 1条の縦の波状文がつ く。頸部は沈線にょる波状文,渦文 をめ ぐ

らし,胴部 は懸垂文がつ く。東海系の土器で, この類例 は他にみ られなかった。

日縁部が大 きく弧を描 くキャ リパー型 をなす深鉢形土器は多 く,文様構成は口辺部の圧痕列,沈線にょ

るワラビ手状文, S字状文,連弧文 をもつ土器に図21の 8～ 14,19・ 21が あ り,東海地方の咲畑式,炉畑

第一群土器にみ られる系統のものである。把手には図21の 大 きな渦文 をもつ 6,S字 状文で飾 る 5があ り

20は 6と 同一個体 とみ られる。図21の 3は 内側に折れる口唇部 を沈線によるS字状文 と長楕円文で飾 り,

4は 波状 口縁 をな し,波状 1頁部から袂 り状 をなす貼布 をもち,そ れを大い連続刺突文 と区画文 で飾 る類例

の少ない土器である。覆土出土にキャリパー型 をなす無文の図21の 2と , 日縁に縄文の地文に区画文 をも

つ 7がみ られる。

上製品に図32の 1の 土偶胴部 (前面がはげる)と , 3の ミニチュア土器がある。

Cl号址の上器は東海系を主体 とし,諏訪地方の編年では曽利 H式 に比定 され,前の原遺跡の 7号・17

号 。24号址 と同一系列である。

C2号 住居址 (図 22)

諏訪地方の編年 では曽利 H式 の新 しい要素 を含み,曽 利Ⅲ式 を主体 にす る。 キャ リパー型 をなす深鉢 を

主体 とし,台付土器 (18)が ある。文様構成 は頸部 に箆状器具 にょる押引刺突文 をめ ぐらし,結 節縄文 を

施 すのが―般的である。 日縁部 は大 い沈線 または隆帯 による大 きな渦文 と区画文 よりな り,胴部 は縦の
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太い沈線・隆帯が地文の組文 を切 り,そ の間 を細い縦の波状沈線文が施 されている。日縁部無文の(2)は 頸

部か ら下 は同系,1の 文様構成 をなす ものとみられ,例 外として頸部の押引刺突文 を欠 く(1)がある。上記の

系ダJと タイプを異にす るものに(3)があるが, これだけではよくわか らない。

配石墓拡 (図 22の 17・ 18)

同一個体の胴部片数点があ り,弧 を描 く押引の刺突文 と縦の沈線の文様構成で,曽 利Ⅲ式に比定 される。

(2)石器 ・石 製 品

CI号住居址 (図23の 1-20)

打石斧,磨石斧,局部磨石斧,横刃形石器,凹石がある。打石斧 (1～ 13)は 13の揆形 を除 き短冊形で

あ り,細長の もの と,ず んぐり形があ り,後者は長 さ10の 前後で平均重量807,最小は長 さ7.3οれ,重量54   
・

9。 前者の平均重量 156夕 ,最長 17.8οれ,幅 3.7οれ,重量 160夕 である。材質は硬砂岩 1・ 2・ 5～ 8,緑泥片岩

3・ 4・ 9～ 13があ り, ほぼ同率 である。磨石斧14は 縁泥片岩製の小形,局部磨製15は 長 さ21.4οれ,緑泥

片岩製の半壊品 ともみ られるが,欠損 した痕跡はな く, このまま使用 したもので,類例 は稀である。横刃

形石器に16～ 18があ り,17は 緑泥片岩,他は硬砂岩製。凹石に19・ 20が あり,両面に凹み をもつ花同岩製

である。

C2号住居址 (図24の 1～ 21)

打石斧,横刃形石器,石皿がある。打石斧 (1～ 18)は 2の撥形 を除 き短冊形で, 1～ 8は硬砂岩製 ,

9-18は 緑泥片岩。最大 は長 さ13.5の ,重量 170夕 ,最小8.3αれで477,平 均長 さ10.5οれ,重量平均757で

ある。横刃形石器 19。 20の 前者は緑泥片岩製で重量 190夕 の大形,20は 硬砂岩,石皿21は 花 同岩製 である。

その他出土石器・石製品

配石墓城か らは図23の 21～ 25が あ り,25の 小形のチャー ト製横刃形石器の他は打石斧,上記住居址出土

と同タイプの もので,硬砂岩製 と緑泥片岩製各 2がある。土城 1号か らは打石斧図24の 23が あ り,図 24の

22は A3号 住居址の上層出土の磨石斧で側面 を敲打調整 してお り,他に本次調査では, この類系はみ られ

なかった。

石多族 (図 33の 4)は 1点のみ柱列址 Iよ り検出されているが遺構 とは関係 ないもので黒曜石製である。

図示以外にA区 グリッド調査の際,打石斧数点が発見されている。
｀ 配石墓城出土の石製品 (図 33の 2)は桂岩製の長 さ6.9の,最大径0.8の ,両端部 を擬宝珠状 に 2重のIA・   

・

りこみをもって飾 るもので,髪飾 とみる。配石の下か ら出土 をみたもので,縄文中期末葉の土器,打石斧

に伴 って出土 をみなもので,こ の期の もの とみたい。

2.平 安時代

A区の Al～ 5, 8～ 10,13～ 18号住居址 と柱列 llL I,土 鉱 4号, B区の Bl～ 3号住居址 より平安時

代の遺物の出上 をみている。住居址 の切 りあい,建替 え,建増 し等がみ られるが, A区, B区 ともに相互
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の住居址間には時間的差の大 きさはみ られないが, A区, B区の遺物の性格に差異がみられる。

土器は土師器 と須恵器で,灰釉陶器はA13号址の上層 より椀 (図 27の 10)の破片 1点 と,他に表層 より

′lヽ片数点 をみたにす ぎない。

A10017号 住居址は土師器のみの出土で,A17号址の切 りあいは,A17号址 4分の 1上にA15号址が張

り床 をもっての り,さ らにA14号址が15号址 を切 っている。 A10号址は切 りあいをもたぬ住居址であ る。

須恵器 を主体 に出土 をみたA8号 住居址は南東 をA9号 址に切 られ,東はA4号址が建増, または切 る状

態にあ り, A4号址 を 3号址が切 っている。 また, Al号址 は 2号址によって切 られている。 これら住居

址の切 りあい関係から出土土器の検討 を試みたい。

平安時代初頭

住居址の切 りあいか らみて,は っきりと古いとみるA17号住居址の土器 (図 28の 14・ 15。 26)は 土師器

のみで,器壁の厚い箆描 きと刷毛 目整形の甕 と,荒い感 じのする胎土のナトがあるが,十分な資料でなぃ。

これ らと同時期の土師器のみの出土 をみたA10号住居 llLの 上器 (図 27の 4～ 7)に は,褻,小形褻,高ナト

がある。 4の褻は最大径が胴中央部 よりやや上 にあ り,底部は大 きく安定 している。頸部は しまって外反

する短い口縁部 をもつ とみ られ,刷毛 目調整が施 されている。 7の 甕片は長胴の もの とみ られ,箆整形 ,

ともに器壁は厚い。 5の 小形甕 は内面黒色ず外面は研磨 され,外反する短い口縁部 をもち,胴は張 るとみ

る。 6の高郎の脚部は内面黒色,やや古い要素 をもち,混入品ともみ られる。

須恵器 を主体 としたA8号住居址の土器 (図 26の 16～ 21)に は須恵器の甕00,壺 (17・ 18)。 杯蓋 (19)が

あり,土師器の底部 (20・ 21)がある。須恵器はいずれ も僅かに良石粒 を含むが胎土,焼成は良 く,美濃須

衛窯産の もの とみられ,竜丘窯産の長石粒 を多 く含み荒い胎土の須恵器はみ られない。奈良時代にまでさ

かのぼるもの ともみ られる。

平安時代前半 I

±lT器では褻に櫛状器具によ′る荒いカキロが盛行し,小形褻には頸部に僅かな稜をもつ (図 26の 2)も

のがあり,最大径は胴中央部にもつものとみられる。杯には丸底の椀形に近い内面黒色 (図 25の 16・ 17)

があり, ロクロ成形による糸切底 (図 25の 15)がみられる。    /
須恵器では美濃地方産 と,胎土の荒い長石粒 を多 く含む竜丘窯産が混って くる。 また,胎土は良いが生

焼け品が多 くみられる。杯は箆削底 (図 25の 21・ 図27の 16)があるが,糸切底が多くなる。高台付ま卜底部

は箆削 りと糸切 りが混在するが箆切底が多い。

この期の住居址に比較的多 くの遺物の出土 をみたA3・ 4・ 13号住居址があり,そ の他 Al・ 2・ 6・

9。 15。 16号住居址 と柱ダll■ Iが ある。 この中の A3号 ・ 4号住居l■の土器について詳 しくみると,

A3号住居址の土器 (図 25の 11-25)

A4号 住居l■ と切 りあいで,同位床面 をもつため両者の遺物の混入は避けられない。土師器には甕,小

形褻 , 不がある。 褻13は 長月同となる大形で, 日唇音5は 平 ら, 荒いカキロが施かオ■, 14は細かいカキロをも

ち,内面は刷毛 目調整,小形甕12は 内面は研磨 され,外面は平滑,胴中央部に最大径 をもつ とみる。ナド16

・17は 椀形に近い丸底,胎上のがさついた感 じの厚みをもち内面黒色。 15・ 25は ロクロ成形の糸切底であ

る。

須恵器 甕11は 胎土,焼成は良 く,表面にタタキロ,内面にはうす く青海波文がみ られる。杯21は 箆削

底,20は 糸切底で刻印が付 く。22・ 23は 糸切底で不蓋 18と ともに胎土は良いが生焼け品であり,24は 胎土
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の荒い地方産。小形高台付j不 19は箆切底,胎土焼成精良な もの である。

A4号住居址の土器 (図 26の 1～ 12)

土師器 甕 1は 荒いヵキロをもち,内面には輪積接合部 に指圧痕 がつ く。 6の底部 は器壁は厚 く,表面

に指圧痕がつ く。 3は器面平滑で回縁部は くの字状 に外反 し,胴の張 るものとみる。 4・ 5は 覆土出土で,

やや細かいカキロをもつ。小形甕 2は ロクロ成形,頸部 に稜 をもつ。

須恵器 高台付ナ不7・ 8・ 12が あ り, 7は 良質な もので,鋤黒色 を呈 し,箆削底,横ナデ調整が施 され

陶邑窯産 ともみ られる肌あいの ものである。 8・ 12は 竜丘地方窯産の荒い胎土である。 9のネ は胎土は良

いが生焼け品である。盤に10・ 11があ り, ともに高台付,箆肖1底 で,10は 生焼けであるが胎土,仕上げは

良 く,直行 して開 く体部は急角度に折れて口縁部 は直に立 って端部は水平 に開 く。11は 胎土に僅か長石粒

を含むが仕上げは良 く,高台端部に櫛状具による同位方向の細い沈線が刻印状 に付 くものである。

平安時代前半 H

この期の土師器では褻にロクロ成形がみ られ,須恵器では竜丘地方窯産の量が増大す る。灰釉陶器 を伴

わない。 A14号住居 l■上層 より椀片 (図 27の 10)1点 の出土 をみたが, この住居址の もの とはみ られないく

この期の住居址にA5。 14・ 18号住居 l■ とBl・ 2・ 3号住居址があり, A18号住居 l■ では多 くの資料の

出土 をみている。

A18号住居址の土器 (図29の 1～ 17)

土師器 甕,小形褻があり,杯は小破片 1点があるのみ。甕 1は 完形品で高 さ24.5の ,日径 20.7の。最

大径は胴中央音6に あり, 頸部は しまつて強 く口縁部 は外反する。底径 11.2の と大 きく安定 している。器面

は口縁音5を 刷毛 目, 1同部 は糸田かい櫛箆調整が縦につ き, 月同下音5に 2列 のF■痕力■みられ, 内面は昴lf毛目訂司富各

が施 される。小長石粒の多い胎土で焼成は堅い。 4・ 6に は荒いカキロ調整が施 され, 6の 底部は木葉痕

をもつ。 5は 頸部の しまって, くの字状に外反する日縁部 をもち,胴中央部 に最大径 をもち球状の胴部 と

な るとみられ,細 いカキロ調整 が施 される。 2・ 7は ロクロ成形である。′lヽ形甕 3は ロクロ成形, しまっ

た頸部からくの字状 に口縁部は外反 し,肩部は強 く張 り,横ナデ調整が施 され,底部近 くを箆削 りによっ

て縦の浅い稜 をつけている。

須恵器 不には10～ 15があ り,15は刻印のつ く箆削底 胎土焼成精良なもので混入品 とみ られるが,10

～14は 糸切底,11・ 12は生焼けの胎上の良いもの,他 は地方窯産である。高台付不 15。 16は箆'肖り底,15は

明 らかに竜丘窯址産である。 8の杯蓋は形は くずれているが,やや古い要素 をもち,胎土からみて美濃地

方産 とみる。 9の 椀は湯飲形 をなし,蓋付の もの とみ られ,美濃須衛窯産の ものである。

BI・ 2・ 3号住居址の土器 (図 29の 18～ r.R)

遺物の出土量は極めて少な く, 3住居址に時間的差 は認め られない。土師器の小形』1がはっきりした遺

物である。 18・ 19。 21・ 23の 小形皿は手づ くね土器で,胎土は精選 され,焼成はょい。その他土師器の小

片は数点あるが,形のわかるのは22の 無頸褻のみで,内傾する口唇部から胴部 に細かいカキロがつ く。須

恵器には竜丘窯址産のネ 。lTN蓋 の小片が数点あり,20の 高台付ナトは箆削底,胎土は茶色に赤味 をもち,微

細な長石粒 を含む仕上 りの良ぃもので,本遺構 でこの胎土の ものは他にみ られない。



3.中  世

堂址 を中心 とした建造物 一 住居址 A6・ 7・ 12号,柱ダll■ H,貯 蔵穴 I・ Hがぁ り,一連の もの とみ

たい。遺物の出土は堂址,柱列址 H, A12号 址 に多く,A6・ 7号址の出土量は少ない。 また,土鉱 7号

は同時 ,01で あるが, 別 にとりあげることにする。

遺物には天 目茶碗,壺,皿,ス リ鉢,青磁,山茶碗,内耳土器があり,鉄器ではA12号址出土の多 くの

釘 と刀子の基部 とみるものがあ り,鉄鉾,砥石の出土 もみている。

天 目茶碗 図30の 2・ 26・ 34.図 31の 1・ 2があ り, この他小片は多い。図30の 26は 黒天 日,釉のたっ

ぷ りかかったものであ り,他はアメ天 日である。 1・ 34の 底部は削 り高台である。

壺  図30の 3・ 6は 緑色の灰釉, 3は 古瀬戸の四耳壺の口縁部 とみ られる。 6は文様状に釉の垂れが大

くさがる。四耳壷 に図30の 23,図 31の 7があ り,横方向に貼布 した耳 を有する。図30の 24・ 29は 壺底部で

いずれも古瀬戸である。 これらの他に三条壺の破片数点がある。

皿 図30の 1は 瀬戸周辺の もので淡緑の灰釉がかかる。図31の 5は志野皿である。この他志野の小片は

数点みられる。図30の 3は 黄瀬戸系の平鉢 とみ られる。

青磁 図30の 25の 皿は原形 をもつ優品であり,同 図31の 輪花碗,27の 碗があり,そ の他底部片,輪花碗

片があ り,い ずれも良質なものである。

す り鉢  図30の 4・ 28・ 30・ 33,図 31の 9o14・ 15があ り,小破片は多い。鉄泥 を塗 っただけのぅすい

釉のかかるもの と,鉄釉の もの とがある。

山茶碗  図31の 13があり, こね鉢 とみる10～ 12が ある。いずれ も黄白色 を呈 し, 胎二Lに /1ヽ石 を混えたも

ので中津川窯 とみられる。内耳土器に図31の 4が あ り,図示以外に常滑甕片が 2点 ,そ の他中世陶器片は

多い。

鉄器 角釘にA12号住居址出土の図3oの 6～ 12,堂址出上の図31の 16～ 19があ り,前者の11-14の 大形

と,20・ 21の 小形の ものがある。図30の 22は 刀子の茎部 とみるが不明。

祗石 図30の 5は 砂岩製。 3面 が使用 されている。同図35は 鎌砥 と呼ばれる断面方形の小形の ものであ

る。

土拡 7号の遺物 (図33の 1)

和鏡 と中世陶器片 3点の出土 をみている。和鏡は銅製で腐蝕 され,質は良 くない。 このため文様は 1部

をうかがうにす ぎない。内区 と外区を分ける二重円圏 を廻 し,縁は厚い。縁 と二重の円圏には刻みが付 く

が, その形状ははっきりしない。内区には鹿 とみ る動物 とそれに向きあうものがかすかに見 られるが不明。

反対側 には 1本の木の幹 と, 2つ に分かれる枝,そ れにつ く葉 または花がみ られるが,良 くわか らない。

鑓はつぶれ,鉦座は花弁状 とみるが不明。銀のつぶれたためか,鉦座 をはさんで 2孔が穿 たれ,鑓 を通 し

た もの とみ られる。室町後半の和鏡である。

北平出土の中世遺物は,良質 な陶磁器 をもち,和鏡の出土等か らして鈴岡小笠原氏に関連するもので,

鈴岡城築城の室町初期か ら,そ の落城の15世紀末にいたる間のもの と考 えたい。



とま

北平遺跡の発掘調査は期 日,費用の制約のた.め A・ BoCの 重点調査区 を設定 して行 ったものである。

A地区の調査に主力がそそがれ, BoC区 は部分的調査 に終わらざるを得 なかったが,縄文中期末葉,平

安時代前半の集落の存在,中世屋敷跡が確かめ られた。 しか し,集落形態 を把握す るには至 らなかった。

縄文中期末葉の住居址の 6π 隔てたCl・ C2号 址 は前者が東海系の土器 を主体 とする諏訪地方の編年
(注 1)

では曽利 H式,後者は伊那地方の土器 を主体 とする曽利Ⅲ式に比定 され,同位段丘面にある前の原遺跡の

様相 と類似の集落 をな したもの と推定 された。

石器は打石斧が大部分 を占め,横刃形石器が次 ぎ,磨石斧,凹石,石皿が僅かにある。 これは前の原 と

同 じであるが,打石斧は前の原では長 さ 7～ 10のの短 いものが主になるに対 し10の 前後が主体 とな り,細

長形がつ くことにやや形態の違 いがみ られる。石鏃,石錘は住居址内よりの出土はな く, この点では前の原

と共通する。狩猟漁榜具 をもたない点について, この期の生
'舌

基盤が採集経済にあったもの とみ られるが

石器以外の用具 にこの地方に豊富な竹の存在 を考えたい。

平安時代前半の密度の高い住居址の存在は農耕 を基盤に しただけの集落でなかったもの とみ られる。飯

田地方で最 も密度の高い古墳群 をもつ竜丘地区は,古墳時代から続いて発展 をみたことは否定できない。

古墳群 と古代交通の要路 とその結びつ きは当然考 えられるもので,お そらくこの地が,古代交通の要所 と

して発展 をみたもの と推定 されよう。

灰釉陶器 の住居址 内の出土 をみ なかったが,上 層 よ りの破 片の出土 は,位 置 を変 えて平安 後期の集落の

存 在 した ことが予 想 され る
^

平安時代前半の住居址群 に,そ の切 りあい関係,出 土土器か ら初頭 。前半 IoHの 三期の設定 を試みた

が,今 後の資料 に よって解明 さるべ き課題 である。

中世 におけ る堂址 を中心 とした一連の遺構 とその良質 な遺物 は,鈴 岡小笠原氏 との関連 で把握 さるべ き

である。西の一段 高 い段丘上 に構 えられた鈴 岡城跡か ら眼下 に見下す本遺跡は鈴岡小笠原氏一族の館 を構

えるに S、 さわ しい位置 にあ り,現在残 る地形 か らみて も, A区全面 の調査不能 であったことが '1昔 しまれ る。

注 1 飯田市教委「前の原・塚原」1975.3

おわ りに,今次調査にあたって調査員今村正次先生の献身的な御協力,大沢和夫先生,県教委文化課の

今村善興指導主事の御指導,作業にあたられた方々の熱心 な作業態度が大 きな力 となったこと,市農林課

藤本照之技師のご理解御協力のあったことを深謝 したい。
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相 津   実   飯田市教育委員会fi務局 社会教育課長

2.調  査 団

団  長   佐 藤 甦 信

調 査 員   今 村 正 次

3.指 導 者

大 沢 和 夫   飯田女子短大教授

今 村 善 興   長野県教育委員会文化課指導主事

4.  事  務  局

飯田市教育委員会社会教育課

相 津   実   社会教育課長

山 下 舜 平   課長補佐 係長

園 原 春 治   係  長

山 田 卓 郎     〃

長谷部 三 弘   主  事

熊 谷 里恵子     〃

林   茂 喜     〃

5.竜 丘地区農業構造改善事業担当

農 林 課  課長  川 井   保

〃    係長  小 林   衛

〃   技師  藤 本 照 之  菅 沼 良 収

6.作 業 員

吉 沢 徳 男  宮 内  衛  北 村 重 美  寺 沢 二 郎  福 島 明 夫

中 平 兼 茂  吉 田 春 吉  柘 植 勝 次  代 田 正 剛  遠 山  健

園 原 兼 一  下 平 定 雄  熊 谷  寛  三 石 国 重  宮 内  伝

平 栗 光  司  西 尾 多二郎  牧 内 佳 子  米 山 久 子  久保 田 きみゑ

下 平 千 枝  関 島 千 恵  久保田 綾 子  山 岸 なみ子  山 岸 冷 子

北 沢 保 江  久保田 三ツ重  吉 川 かね子  吉 川 さきえ  下 平 富美子

塩  沢 岩 恵  中 平 道 恵  熊 谷 こしず  平 沢  きみゑ  塩  沢 幹 子

佐  藤  いなゑ  中 平  一  大   田 口 さなゑ



お   わ   り   に

昭和 50年度の竜丘地区岸業構造改善事業は,北平地区が実施 されることになったので,事前に事業担当

部課 と協議及び現地調査 を行 って,昭和50年 9月、13日 付文化庁 に対 し,埋蔵文化財発掘届 を提出 し,11月     ・

12日 より発掘作業に着手 した。

北平地区は県史跡に指定 されている鈴岡城跡が西の台地にある地籍なので,中世の遺構等が数 多 く所在    .
するもの と考 え慎重 に発掘作業が進め られた。

今回の事業費は 1,800,000円 で農業構造改善事業費の中か ら負担金 として飯田市教育委員会が受 け直轄

事業 として行 い,埋蔵文化財発掘調査記録イ呆存事業が大 きな成果 を残 してここに完了 しました。

この発掘調査は耕地であるため収穫期の後 より開始 しなければならない状況の中で天候 に左右 される要

素 も含んでいるので多少問題はあったが,幸い土地所有者 をは じめ各方面の格別なご援助 とご指導によっ

て当初計画 していたように貴重 な資料の発掘等の結果 をみることができ,感謝 にたえない。

調査体制は,団長に佐藤甦信先生,調査員に今村正次先生をお願いし,先生方の経験豊かな知識をもっ

て終始献身的な協力と指導者の飯田女子短大 大沢和夫先生,県教育委員会文化課指導主事 今村善興先

生の適切な助言をいただき, また報告書の執筆は団長の佐藤先生が終始熱意をもって当られ, ここに完了

したことに対 し深 く敬意を表 します。

日召禾口51年1 3 月

飯田市教育委員会社会教育課
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図版 2 紐文中期末葉の遺構・遺物
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Al号住居址

A3 ・ 4 ・ 8 ・ 9号イ主居 l■

図版 3 平安時代の遺構・遺物

A2号・11号住居址

A3号住居llL出 上11器

A4号住居 l■出土土器 (高 台付 1不 ) A4号住居 l■出 11_L器 (13)



A区東側の遺構群  上 よりA2・ 11号,左 Al号 ,

A6号 ,中 央左 A7号 ,右 A5号住居 l■,前右柱
列址 I,手前中央左は堂址の調査前

A18号 (左 ), A16号 (有 )住居址,上 は貯蔵穴 I

A18号住居址 須恵器出 l

A18サイL几 ll■ lll li L器

A18号住居址 出土土器 A18号 1ヒ居llL出 ± 11器



図版 4 中世の遺構・遺物
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埋蔵文化財発掘調査報告書

―中世堂址を中心とした―

1976.3

長野県飯田市教育委員会
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